
あ
る
。

浪
速
少
年
院
（
五
五
巻
六
号
）

宇

治
少
年
院
（
五
六
巻

一
号）

京
都
医
療
少
年
院
（
五
六
巻
四
号
）

三

重
刑
務
所
（
五
七
巻

一
号）

宮
川
医
療
少
年
院
（
五
七
巻
四
号
）

神
戸
刑
務
所
（
五
七
巻
五
号
）

岩
国
刑
務
所
（
五
七
巻
六
号
）

京
都
刑
務
所
（
五
八
巻
―
一号）

阿
武
山
学
園
（
五
八
巻
四
号
）

施
設
見
学
記
録
⑬

〔
資
料
〕

有
明
高
原
寮

姫
路
少
年
刑
務
所
（
五
九
巻
五
号
）

交
野
女
子
学
院
（
五
九
巻
六
号
）

京
都
少
年
鑑
別
所
（
六
0
巻

一
号）

弘
済
の
ぞ
み
園
（
六
0
巻――
一号）

加
古
川
刑
務
所
（
六
0
巻
四
号
）

奈

良

少

年

院

（

六

0
巻
五
号
）

大

阪

刑

務

所

（

六

一
巻

一
号）

丸
亀
少
女
の
家
（
六

一
巻
二
号
）

有
明
高
原
寮
（
本
号
）

今
回
は
、
有
明
高
原
寮
の
様
子
を
紹
介
す
る
。
有
明
高
原
寮
は
、
男
子
少
年
院
の

―
つ
で
あ
り
、
開
放
処
遇
が
実
施
さ
れ
て
い
る
施
設
と
し
て
有
名
で

有
明
高
原
寮
の
見
学
は
、
平
成
二
二
年
（
二

0
1
0
年
）
七
月
に
、
当
職
の
み
で
行
な
っ
た
。

永

田 七
六

憲
（
一
八
七
）

史



施
設
見
学
記
録
⑬

所
か
ら
送
致
さ
れ
た
男
子
少
年
も
収
容
し
て
い
る
。

（二

0
0
七
年
）
に
東
日
本
の
特
修
短
期
処
遇
の
集
約
施
設
と
な
っ
た
。

平
成
三
年
(
-
九
九
一
年
）
に
特
修
短
期
処
遇
が
併
設
さ
れ
た
。

然
の
中
に
あ
る
。

七
七

(
：
八
六
）

有
明
高
原
寮
は
、
長
野
県
安
曇
野
市
郊
外
の
有
明
山
に
近
い
場
所
に
あ
る
。
安
曇
野
の
観
光
地
内
に
位
置
し
て
お
り
、
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
豊
か
な
自

有
明
高
原
寮
は
、
昭
利
ニ

―
年

(
-
九
四
六
年
）
に
司
法
保
護
団
体
の
松
本
少
年
学
院
が
当
時
廃
業
し
て
い
た
温
泉
施
設
を
買
収
し
、
少
年
保
護
施
設

と
し
て
運
営
し
始
め
た
の
が
淵
源
で
あ
る
。
昭
和
二
二
年
(
-
九
四
七
年
）
よ
り
三
年
に
亘
っ
て
放
送
さ
れ
た
N
H
K
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
鐘
の
鳴
る
丘
」

（
菊
出

一
夫
制
作
）

の
モ
デ
ル
と
な
り
、
有
名
と
な
っ
た
。
昭
和
二
四
年
(
-
九
四
九
年
）
に
は
法
務
省
が
同
施
設
を
買
収
し
、
少
年
院
「
有
明
高
原
寮
」

と
し
て
国
に
移
管
さ
れ
、
開
庁
し
た
。
当
初
は
長
期
処
遇
課
程
を
開
設
し
て
い
た
が
、
昭
和
五

0
年

(
-
九
七
五
年
）
に
短
期
処
遇
課
程
の
施
設
と
な
り
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
昭
和
五
五
年
(
-
九
八

0
年
）
に
庁
舎
が
改
築
さ
れ
た
。
開
庁
当
時
の
庁
舎
は
穂
高
町
（
現
・
安
曇
野
市
）
が
譲
り
受
け
て

数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
移
築
し
、
研
修
施
設
「
鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
庁
舎
の
改
築
に
合
わ
せ
て
、
家
庭
寮
が
新
設

さ
れ
た
。
ま
た
、
寮
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
(
-
九
九

一
年
）
に
改
築
工
事
を
着
工
し
、
平
成

―
一
年

(
-
九
九
九
年
）
に
完
工
し
た
。

種
別
は
、
初
等
少
年
院
（
心
身
に
著
し
い
故
障
の
な
い
、
お
お
む
ね

―
二
歳
以
上
お
お
む
ね

一
六
歳
未
満
の
者
が
対
象
。
少
年
院
法
二
条
二
号
参
照
）
、

中
等
少
年
院
（
心
身
に
著
し
い
故
障
の
な
い
、
お
お
む
ね

一
六
歳
以
上
二

0
歳
未
満
の
者
が
対
象
。
少
年
院
法
二
条
三
号
参
照
）

処
遇
課
程
は
、

一
般
短
期
処
遇
の
短
期
生
活
訓
練
課
程

(
s
G
)
、
特
修
短
期
処
遇

(
O
)

有
明
高
原
寮

一

、

は

じ

め

に

の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
有
明
高
原
寮
は
、
平
成

一
九
年

有
明
高
原
寮
は
、
東
京
矯
正
管
区
の
男
子
少
年
院
で
あ
る
た
め
、
原
則
と
し
て
関
東
甲
信
越
の
家
庭
裁
判
所
か
ら
送
致
さ
れ
た
男
子
少
年
を
収
容
し
て

い
る
。
ま
た
、
特
修
短
期
処
遇
の
少
年
に
つ
い
て
は
、
東
京
矯
正
管
区
の
ほ
か
、
札
幌
矯
正
管
区
、
仙
台
矯
正
管
区
、
名
古
屋
矯
正
管
区
内
の
家
庭
裁
判



半
を
占
め
て
い
る
。

剤
取
締
法
違
反
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。

る
。

い
る
。

（
一
九
八
六
年
）
以
降
、

設
け
ら
れ
た
。

の
実
践
理
論

J
I

(矮
正
協
会
、
二

0
0
六
）
四
九
九
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

（
一
八
五
）

短
期
処
遇
で
義
務
教
育
が
修
了
し
て
い
な
い
場
合
、
短
期
教
科
教
育
課
程

(
S
E
)
を
開
設
す
る
施
設
で
あ
る
駿
府
学
園
（
静
岡
県
静
岡
市
葵
区
）
に

収
容
さ
れ
る
た
め
、
短
期
処
遇
で
中
学
生
の
少
年
は
有
明
高
原
寮
に
収
容
さ
れ
な
い
。
特
修
短
期
処
遇
の
場
合
、
中
学
生
の
少
年
が
有
明
高
原
寮
に
収
容

有
明
高
原
寮
に
お
け
る
処
遇
の
紹
介
と
し
て
は
、
伊
藤
広
史
「
自
然
環
境
の
教
育
力
を
活
か
し
た
指
導
」

『矯
正
教
育
の
方
法
と
展
開
現
場
か
ら

ま
ず
、
施
設
の
概
要
や
処
遇
の
内
容
な
ど
を
ま
と
め
た

D
V
D
を
観
た
後
、
次
長
の
案
内
で
院
内
の
見
学
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
質
疑
応
答
の
時
間
が

二
、
処
遇
の
内
容

有
明
高
原
寮
の
定
員
は
、
六

0
名
で
あ
る
が
、
見
学
当
日
の
収
容
者
数
は

―
二
名
で
あ
り
、
収
容
率
は
二

0
％
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
四

0
年
代
初
め
ま
で
は
収
容
者
数
が
定
員
を
超
過
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
の
、
近
年
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
生
じ
て
い
な
い
。
昭
和
六

一
年

一
日
平
均
収
容
者
数
は
四

0
人
（
収
容
率
六
七
％
）
を
下
回
っ
て
お
り
、
近
時
二

0
人
（
収
容
率
三
三
％
）
前
後
で
推
移
し
て

被
収
容
者
の
う
ち
短
期
処
遇
の
少
年
が
特
修
短
期
処
遇
の
少
年
よ
り
も
多
い
。
見
学
日
現
在
の
内
訳
は
、
短
期
処
遇
九
名
、
特
修
短
期
処
遇
三
名
で
あ

新
入
院
者
を
送
致
事
由
別
に
見
る
と
、
窃
盗
、
傷
害
が
多
い
。
暴
走
族
の
小
規
模
化
も
あ
っ
て
か
、
道
路
交
通
法
違
反
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
覚
せ
い

平
成
ニ
一
年
（
二

0
0九
年
）

の
新
規
入
院
者
を
決
定
家
庭
裁
判
所
別
に
見
る
と
、
東
京
家
庭
裁
判
所
が
最
も
多
く
、
東
京
近
郊
の
家
庭
裁
判
所
が
大

関
法
第
六
二
巻

一
号

七
八



が
な
い
た
め
で
あ
る
。

方
に
あ
る
惣
菜
工
場
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ
る
。

作
業
に
出
掛
け
て
い
た
。

い
る
。

施
設
見
学
記
録
⑬

仮
退
院
ま
で
の
教
育
期
間
は
、
短
期
処
遇
の
場
合
が
二

0
週
、
特
修
短
期
処
遇
が

一
一
週
で
あ
る
。

七
九

職
員
は
、
三

0
歳
代
前
半
ま
で
の
職
員
と
五

0
歳
代
の
職
員
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
学
校
や
中
学
校
ま
で
の
通
学
距
離
が
長
い
な
ど
、

子
育
て
に
不
便
な
場
所
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

矯
正
教
育
は
、
他
の
少
年
院
同
様
、
新
入
時
教
育
、
中
間
期
教
育
、
出
院
準
備
教
育
の
三
段
階
に
分
か
れ
る
。

有
明
高
原
寮
に
お
け
る
処
遇
の
特
色
は
、
自
然
環
境
を
活
か
し
た
開
放
処
遇
と
い
う
点
に
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
施
設
は
物
的
戒
護
の
設
備
を
ほ
と

ん
ど
有
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
入
院
後
で
き
る
限
り
早
い
段
階
で
少
年
が
個
別
担
任
の
教
官
と
の
間
に
ラ
ポ
ー
ル
を
醸
成
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
個
別
担
任
の
教
官
と
少
年
の
二
人
だ
け
で
近
隣
の
温
泉
に
徒
歩
で
散
策
し
な
が
ら
出
掛
け
る
温
泉
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
必
ず
実
施
さ
れ
て

ま
た
、
春
と
秋
に
は
近
隣
の
高
原
へ
の
遠
足
や
写
生
会
、
夏
に
は
北
ア
ル
プ
ス
の
燕
岳
（
標
高
二
七
六
三
メ
ー
ト
ル
）

冬
に
は
近
隣
の
ス
キ
ー
場
に
お
け
る
ス
キ
ー
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

へ
の
登
山
や
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ
、

さ
ら
に
、
近
隣
の
公
共
施
設
な
ど
で
の
奉
仕
作
業
が
頻
繁
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
見
学
当
日
も
新
入
時
教
育
期
間
中
の
少
年
二
人
を
除
く
全
員
が
奉
仕

直
近
の
逃
走
事
故
は
平
成

一
八
年
（
二

0
0
六
年
）
に
発
生
し
て
い
る
。

職
業
補
導
に
お
い
て
は
、
小
型
車
両
系
建
設
機
械
運
転
講
習
修
了
資
格
を
希
望
者
に
取
得
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
春
か
ら
秋
に
は
施
設
内
の
農
園
や
施

設
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
農
園
で
農
圏
芸
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。
冬
季
に
は
屋
内
実
科
と
な
り
、
木
彫
を
行
な
う
。

特
修
短
期
処
遇
の
院
外
委
嘱
教
育
は
、
少
年
が
自
転
車
で
通
勤
可
能
な
近
隣
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
実
施
し
て
い
る
。
車
で
の
送
迎
が
必
要
な
遠

教
科
教
育
に
お
い
て
は
、
中
学
生
の
特
修
短
期
処
遇
の
少
年
に
対
し
て
、
院
内
で
授
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
近
隣
に
受
け
入
れ
可
能
な
学
校

有
明
高
原
寮

（
一
八
四
）



（
一
八――-）

保
健
・
体
育
に
お
い
て
は
、
冬
季
は
体
育
館
で
、
冬
季
以
外
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
夏
季
に
は
水
泳
を
行
な
っ
て
い

特
別
活
動
に
お
い
て
は
、
各
種
の
行
事
を
実
施
し
て
い
る
。
運
動
会
は
有
明
高
原
寮
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
地
元
自
治
会
と
長
年
に
亘
り
合
同
で
実
施
し
て

い
る
。
毎
年
二
月
に
は
鏡
の
鳴
る
丘
コ
ン
サ
ー
ト
を
地
元
の
合
唱
団
や
合
唱
部
と
と
も
に
行
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
近
隣
の
小
学
生
の
夏
休
み
期
間
中
の

ラ
ジ
オ
体
操
は
有
明
高
原
寮
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
少
年
と
合
同
で
実
施
し
て
い
る
。

被
害
者
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
教
育
と
し
て
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講
話
な
ど
を
企
画
し
て
い
る
。

保
護
者
に
対
す
る
措
置

（少
年
院
法

―
二
条
の
二）

と
し
て
、
家
庭
寮
に
お
け
る
宿
泊
面
会

（親
子
合
宿
）
を
実
施
し
て
い
る
。
宿
泊
面
会
時
に
は
庁

舎
と
の
間
に
鍵
を
掛
け
、
家
族
だ
け
の
空
閤
を
作
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
家
族
だ
け
で
近
隣
を
散
策
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
食
事
は
、
食
中
毒

等
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
家
族
が
調
理
す
る
こ
と
は
認
め
て
お
ら
ず
、
院
内
の
炊
場
で
調
理
さ
れ
た
も
の
を
提
供
し
て
い
る
。
宿
泊
面
会
は
少
年
の
ほ

と
ん
ど
に
対
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
通
常
の
面
会
は

一
回
三

0
分
程
度
で
職
員
が
立
会
す
る
。
東
京
近
郊
に
居
住
す
る
保
護
者
が
多
い
た
め
、

ま
た
、
年
に
四
回
、
保
護
者
会
を
開
催
し
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
る
。

特
修
短
期
処
遇
の
少
年
は
、
週

一
回
保
護
者
と
の
電
話
に
よ
る
通
信
（
ふ
れ
あ
い
通
信）

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
通
常
、
土
曜
日
又
は
日
曜
日
の
午
前

中
に
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
に
よ
り
電
話
を
し
て
い
る
。
電
話
を
掛
け
る
時
刻
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

家
庭
裁
判
所
、
少
年
鑑
別
所
、
保
護
観
察
所
と
と
も
に
処
遇
検
討
会
を
行
な

っ
て
い
る
。
他
の
少
年
院
に
お
い
て
は
、
通
例
、
少
年
の
出
院
後
に
検
討

が
な
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
有
明
裔
原
寮
で
は
、
少
年
の
在
院
中
に
行
な
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
審
判
を
行
な

っ
た
裁
判
官
が
少
年
と
面
接
を
し
て

少
年
の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
処
分
決
定
や
処
遇
勧
告
が
適
切
で
あ
っ
た
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
帰
住
環
境
に
関
す
る
情
報

を
保
護
観
察
所
か
ら
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
少
年
院
が
出
院
準
備
期
の
少
年
の
処
遇
に
役
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

面
会
時
間
を
延
長
す
る
な
ど
の
配
慮
を
行
な

っ
て
い
る
。

医
務
課
の
常
勤
医
師
は
内
科
医
で
あ
る
。

る
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
水
泳
大
会
を
実
施
し
て
い
る
。

関
法
第
六
二
巻

一
号
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〇
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設
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少
年
の
年
齢
相
応
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

三
、
施
設

八

施
設
の
敷
地
の
周
囲
に
は
フ
ェ
ン
ス
や
壁
が
な
く
、
周
囲
の
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
隣
地
と
の
境
界
は
低
い
生
け
垣
て
あ
っ
た
。
他
の
施
設
に
お

い
て
戒
護
区
域
に
当
た
る
空
間
と
非
戒
護
区
域
に
当
た
る
空
間
で
あ
っ
て
も
施
錠
や
分
隔
等
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
加
え
て
、
矯
正
施
設

に
は
見
え
な
い
よ
う
な
外
観
や
雰
囲
気
の
た
め
、
「
観
光
客
の
皆
様
に
お
願
い

な
お
、
鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
は
、
こ
の
坂
を
下
っ
た
交
差
点
を
右
側
に
進
み
、
約
三

0
0
メ
ー
ト
ル
先
の
右
側
に
資
料

館
と
共
に
存
在
し
て
お
り
ま
す
」
と
の
案
内
板
が
施
設
入
口
に
立
て
ら
れ
て
い
た
。

施
設
の
入
口
左
側
に
位
置
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
低
い
柵
が
あ
る
も
の
の
、
出
入
り
は
容
易
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

庁
舎
内
に
は
面
会
室
が
あ
っ
た
。
保
護
者
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
有
明
高
原
寮
の
処
遇
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
た
。
庁
舎
に
は
医
務
室
な
ど
も

ま
た
、
庁
舎
内
に
は
宿
泊
面
会
に
利
用
さ
れ
る
家
庭
寮
が
あ
っ
た
。
家
庭
寮
は
二
部
屋
あ
り
、

族
ず
つ
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
家
庭
寮
内
に
は
風
呂
と
台
所
が
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
近
時
、
家
族
に
よ
る
調
理
を
認
め

て
お
ら
ず
、
台
所
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
家
庭
寮
に
は
庁
舎
と
の
出
入
口
の
ほ
か
に
玄
関
が
あ
り
、
利
用
時
は
家
族
に
施
錠
さ
せ

教
育
棟
に
は
、
木
彫
の
た
め
の
作
業
室
や
図
書
室
な
ど
が
あ
っ
た
。
図
書
は
廊
下
の
棚
に
も
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
図
書
は
小
説
の
文
庫
本
な
ど
も
多
く
、

教
育
棟
の
横
に
は
農
固
が
あ
り
、
野
菜
等
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
山
に
近
く
、
サ
ル
や
カ
モ
シ
カ
が
出
没
し
て
野
菜
等
を
荒
ら
す
た
め
、
ネ
ッ
ト
が
厳

重
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
施
設
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
農
園
に
も
同
様
に
ネ
ッ
ト
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。

各
寮
の
入
口
付
近
に
は
教
官
室
が
あ
る
も
の
の
、
日
中
は
入
口
の
施
錠
を
し
て
お
ら
ず
、
入
口
の
扉
に
チ
ャ
イ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

有
明
高
原
寮

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

あ
っ
た
。

撮
影
等
は
、
御
遠
慮
く
だ
さ
い

の

様

子

（
一
八―

-）

一
度
に
二
家
族
が
利
用
可
能
で
あ
る
が
、

最
近
は

一
家

こ
こ
は
法
務
省
の
施
設
で
す
御
用
の
無
い
方
の
立
ち
入
り
及
び
写
真



ま
た
、
単
独
寮
の
居
室
の
窓
に
は
鉄
格
子
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
集
団
寮
の
居
室
の
窓
に
は
鉄
格
子
が
な
か
っ
た
。
集
団
室
は
四
人
部
屋
で
あ
っ

た
。
い
ず
れ
も
、
冬
季
の
寒
さ
対
策
の
た
め
、
窓
は
二
重
窓
と
な
っ
て
い
た
。
各
部
屋
に
は
ヒ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ッ
ド
は
い
ず
れ
も
畳
敷

き
で
あ
っ
た
。
新
入
時
教
育
期
の
特
修
短
期
処
遇
の
二
人
の
少
年
が
ホ
ー
ル
で
授
業
を
受
け
て
い
た
。

体
育
館
に
は
ヒ
ー
タ
ー
が
あ
り
、
行
事
な
ど
の
際
に
利
用
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

芝
生
敷
き
の
中
庭
は
、
朝
礼
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
も
の
の
、
収
容
率
が
低
い
た
め
、
十
分
な
広
さ
で

物
的
戒
護
の
設
備
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
逃
走
事
故
の
リ
ス
ク
や
誘
惑
を
皆
無
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
物
的
戒
護
の
設
備
が
な
い
こ
と
は
、

逃
走
事
故
の
リ
ス
ク
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
外
部
か
ら
の
侵
入
の
リ
ス
ク
も
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
全
て
の
少
年
に
適
し
た
施
設
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
少
年
が
開
放
処
遇
に
適
す
る
か
否
か
を
適
切
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
十
分
な
行
動
観
察
を
行
な
う
必
要
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

で
き
る
限
り
早
い
段
階
で
法
務
教
官
と
少
年
が
信
頼
関

大
半
の
少
年
の
出
身
地
で
あ
る
東
京
近
郊
と
比
べ
れ
ば
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
落
ち
着
い
た
空
間
へ
と
場
を
変
え
る

こ
と
に
よ
り
、
内
省
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

自
治
会
を
始
め
と
す
る
地
域
社
会
と
の
関
係
が
濃
密
で
あ
る
と
感
じ
た
。
帰
途
の
タ
ク
シ
ー
で
高
齢
の
運
転
手
の
方
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
幼
少

の
頃
か
ら
収
容
中
の
少
年
と
の
交
流
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
続
い
て
お
り
、
稀
に
逃
走
事
故
が
発
生
し
て
も
有
明
高
原
寮
の
存
在
を
忌
避
す
る
こ
と

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
少
年
院
の
処
遇
に
対
す
る
信
頼
感
を
語
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
有
明
高
原
寮
に
お
け
る
処
遇
の
状
況
を

地
域
が
肌
で
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
非
行
少
年
像
が
モ
ン
ス
タ
ー
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
都
市
部
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
濃
密
な
人

四
、
感

。
フ
ー
ル
は

一
五
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
。

あ
っ
た
。
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間
関
係
に
触
れ
る
こ
と
も
少
年
に
は
よ
い
効
果
を
与
え
う
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

側
の
良
好
な
関
係
の
担
い
手
が
失
わ
れ
て
い
く
と
い
う
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

八

（
一
八
0
)

一
方
で
、
地
域
社
会
の
過
疎
化
と
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
地
域
社
会
の

特
修
短
期
処
遇
に
つ
い
て
は
、
集
団
処
遇
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
保
護
観
察
や
家
庭
裁
判
所
の
試
験
観
察
と
の
役
割
分
担
が
再
考
さ
れ
る
べ
き

御
多
忙
の
折
、
見
学
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
次
長
は
じ
め
職
員
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

有
明
高
原
寮

時
期
に
来
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。


